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　　8月の行事
　上旬　町有林下払い
　中旬　町議会招集
　8日　立秋
　15日　　終単愛記念日

　21日　町青協　演劇大会
　　　　大小（夜）

　今月の納税
1

町県民税第2期
　“町民の声”

　　　　をつのる
次の要領で，，町民のjEH　ilを

募集します。あなたのご意
見、b希望を町政に生かす
よう、ぜひ投稿して下さい
◎あて先は「役場広報係」

　毎月25日まで
◎字数は杓800字以内住所
　氏名をはつきり書く乙と
　とく名、変名は採用しま
　せん。
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一

年

の

歳

月
と

　　第　3　2　号

　　　発　行　所
　大根占町役1損
　　電話大根占1番
　　　掴集兼発行人
I
I
　官　唱　　軍　吉
　　　日二　眉　　所

｛富秒肺竪可2警地
　廠’：本ワ受｝・三珂，Lさ

　　電話22uu唇
’人事興Rb

工
費
一
億
円
を
費
す

本
町
の
玄
関
口
大
根
占
塔
れ
修
築
巾
某
ぼ
昭
和
八
年
起
ド

以
来
一
二
年
目
、
昭
和
一
九
年
度
ま
で
終
了
し
、
二
の
ま

芦
曙
輸
省
の
検
脊
を
受
け
て
、
今
後
は
内
容
陥
迫
一
を
三
人

し
て
南
大
隙
の
表
口
と
＿
て
新
し
い
段
階
に
入
る
こ
と
、

な
り
ま
し
た
。

　
　
沿

革

本
町
の
海
ぷ
業
は
、

古
来
甚
た
蕗
ん
で
あ

つ
て
、
明
治
、
大
正

昭
和
の
初
期
に
か
け

て
最
も
盛
ん
で
あ
り

ま
t
た
。
汽
晒
可
よ

る

鹿
児
品
と
の
飢
路

が
開
℃
た
の
け
胆
m

IIi
十
年
て
あ
つ
て
、

当
時
本
町
に
は
七
人

の
姻
船
業
著
が
あ
つ

て
、
五
〇
石
積
乃
至

．
四
〇
〇
石
積
の
和
船
（
帆
船
）
九
瑳
が

　
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
大
根
占
港
は
大
正
十
二
年
八
月
l
l
T
I
i
日

　
内
務
省
が
ら
地
方
港
湾
と
し
て
指
冗
さ

　
れ
、
昭
和
八
年
八
月
救
荒
呈
轡
刈
策
事

　
業
と
し
て
七
五
米
の
防
波
堤
を
作
っ
た

　
の
が
初
ま
り
で
、
昭
和
十
二
年
国
庫
補

　
　
去
る
七
月
十
六
日
鹿
児
島
市
申
央
公

一民
館
で
地
方
自
治
擁
護
鹿
児
島
県
市
町

村
議
員
大
会
が
開
催
さ
れ
、
尚
議
会
か

ら
も
醸
畏
と
各
委
員
長
が
出
席
し
た
。

町議会だより

地
方
自

治
法
改
正
法
案
反

対
に
関
す
る
決
議
、
地
方

財
政
再
建
に
関
す
る
決
議

及
び
地
方
交
付
税
墾
引
上

げ
に
関
す
る
決
議
な
N
を

決
定
、
更
に
地
方
自
治
の

擁
護
と
地
方
財
政
の
確
立

を
標
樗
し
て
あ
ぐ
ま
で
議

会
制
度
の
進
展
を
期
し
、

地
城
庄
民
の
禍
杉
の
増
進

と
民
主
日
入
建
設
に
挺
身
す
る
事
を
力

職
く
官
言
さ
れ
た
。

な
お
午
后
は
場
所
を
教
膏
会
餌
に
変
更

し
、
知
事
、
県
議
長
及
各
委
員
長
出
席

助
に
よ
る
日
営
咋
千
1
引
が
誓
事
」
貨

二
五
万
円
ほ

ケ
年
副
画
で
始
め
ら
れ
た

が
、
糾
5
ー
ノ
万
昭
和
一
I
q
よ
て
一
応

終
つ
た
。
戦
後
は
昭
和
二
±
一
年
に
再

開
さ
れ
た
も
の
で
、
戦
後
の
総
憧
粟
費

は
五
九
九
〇
万
円
、
そ
力
う
ち
町
が
負

担
し
た
費
用
は
「
バ
、
「
六
万
円
と
な
つ

て
お
り
、
起
丁
以
寧
Z
工
賢
は
現
在
の

価
格
で
約
一
管
　
一
慶
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
　
　
施
　
　
設

　　　　　　　　　　　　　　扉
孕
・
・
と
曇
ξ

の

も
と
に
各
牌
よ
揚
出
の
閨
工
　
　
（
町
葵
霧
＠

つ
き
協
議
さ
れ
午
後
四
時
こ
の
議
．
憤
大
l

鷺
晶
鰹
の
経
琴
径
」

道
路
政
策
の
闘
料
と
し
て
七
月
二
十
六

11十
七
日
の
両
日
町
遺
の
一
斉
調
査
を

実
施
し
た
。
其
の
結
果
、
各
町
道
路
線

共
相
当
の
降
雨
景
の
た
め
酪
面
は
破
損

決
壊
し
車
馬
の
運
行
に
も
安
ぽ
が
あ
る

の
で
早
急
に
町
道
の
一
斉
補
修
方
を
当

局
に置
す
る
と
共
に
更
に
現
在
丁
螺

申
の
個
所
に
つ
い
て
は
其
の
進
捗
状
況

を
調
査
し
其
の
促
進
方
を
併
せ
要
望
す

る
こ
と
＼
し
た
。

◎
七
月
ご
十
日
練
務
警
1
4
ヘ
ム
と
当
局
の

要
請
に
よ
り
加
き
I
L
＋
年
度
予
算
執
行

の
た
め
其
の
財
政
措
置
と
し
て
処
分
可

能
な
所
肴
林
の
調
斉
を
八
月
三
、
四
両

現
在留
，
漫

の
概
嬰
ば
、

防
波
堤

三

1
’

八
案
、

防
砂
埠
＝
ハ

九
士
、
護
岸

右
－
K
、
け

い
脳
岸
へ
物

把
場
）
一
五

二
米
、
酪
ぱ

算
α
．
、
r

g
h
1
フ
ご

火
、
（
巾

］〈米
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
鯖

装
）
で
、
一

年
間
の
入
雁

延船
約
七

四
〇
〇
隻
、

◎
農
業
改
良

普
及
員
異
動

＝
　
g
e
出
　
＝
＝

　
小
出
水
　
操
氏
　
百
引
打
ヘ

ー
新
d
i
　
＝
＝

　
山
田
　
亮
三
氏
　
始
艮
町
力
ら

◎
法
務
局

出
張
所
長
異
動

　
川
蘭

利
心
氏
田
部
町
へ

　
竹
本
　
武
則
氏
　
加
世
田
市
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
；
’
－
　
’

る事業費決
鍾2022米菱940万

奥
地
林
道
岩
元
線
の
本
年
度
鍋
事

業
費
が
決
定
し
介
。
そ
れ
）
s
よ
る

と
、
延
r
z
l
l
O
l
＝
一
墳
総
工
費

九
四
〇
万
円
で
県
営
＋
事
と
し
て

八
月
申
、
下
旬
冑
工
の
予
定
で
あ

る
。
昨
年
は
町
が
県
の
委
託
を
受

け
て
一
四
〇
1
1
］
Y
，
を
施
工
し
、
こ

れ
で
延
畏
三
四
二
五
米
と
な
り
、

計
画
延
長
五
〇
〇
〇
米
の
約
七
割

を
施
工
す
る
こ
と
S
な
る
。

な

お
県
単
林
道
笹
原
線
も
測
鼠
を

終
り
、
本
年
分
と
し
歪
五
Q
累

工
費
七
予
万
円
が
内
定
し
近
く
糖
工
の

運
び
と
な
る
も
よ
ザ
で
あ
る
。

地
図
説
明

く
q
　
I
I
九
年
度
施
工
分
　
l
四
〇
三
米

R
　
三
〇
年
施
工
予
定
　
二
〇
二
三
米

c
未
普
手
予
定
路
線

D
吾
平
町
側
か
ら
施
工
し
た
県
単
林

　
　
道
施
工
済
の
分

△

r四
林
班
」
は
町
が
I
I
九
年
度
で
払

下
げ
を
受
け
た
旧
国
有
林
で
約
八
一
町

歩
あ
る
。

奥地林道
宕元線

出
入
貨
物
約
五
万
八
千
ト
ン
で
名
実
共
一
　
耕
地
災
害
復
旧
工
事
指
定
　
六
月
分

に
南
大
隈
唯
一
の
玄
関
口
と
な
つ
た
わ
．
暫
定
予
算
の
成
立
に
行
い
耕
地
災
害
復

け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
樗
識
灯
、
給
水
一
旧
工
事
本
町
分
と
し
て
s
s
の
l
l
’
地
区
が

給
油
施
設
、
浮
極
旙
な
ど
、
残
さ
れ
た

4
が
ら
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
二
十
年

に
わ
た
る

肝
代
の
当
局
者
、
一
般
町
民

の
苦
心
努
力
の
跡
安
顧
み
て
深
く
感
謝

す
る
と
共
に
更
に
こ
の
充
実
に
努
め
る

こ
と
が
先
人
の
偉
徳
に
報
ず
る
所
以
で

あ
る
と
思
い
ま
す
o

　
　
　
〈
写
真
は
木
材
の
積
出
風
景
）

滞
納
庭
分
の
意
義

　
　
　
　
　
　
　
税
務
課
長

滞
納
処
分
と
け
広
い
鷺
味
の
督
促
手
続

以下
の
指
定
期
］
限
を
す
ぎ
た
後
の
徴
牧

と
せ
ま
い
意
味
の
財
産
の
差
押
に
始
ま

り
、
こ
れ
を
換
合
し
て
酩
納
税
金
に
充

て
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
o
滞
納
処
分
は

行
政
官
庁
が
権
力
を
も
つ
て
滞
納
者
の

意
思
を
強
制
し
、
財
庵
を
換
価
ず
る
こ

と
で
あ
s
ま
す
が
、
要
は
租
税
徴
牧
の

保
全
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
行
政

処
分
行
あ
り
制
故
ま
か
は
刑
刷
な
ど
の

智
味
は
全
但
含
ん
て
居
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
財
汗
寿
押
元
の
よ

う
な
こ
と
は
止
む
を
得
な
い
場
合
に
限

ら

れ
る
も
の
で
お
互
い
平
穏
に
納
税
す

る
こ
と
こ
そ
許
ま
れ
る
こ
と
で

あ
り
ま

　
　
南

　
　
蔽
吉

す
。
ま
た
、
督
促
手
敷
料
、
延
掃
金
及

び
加
算
金
等
を
附
加
徴
牧
す
る
こ
と
は

納
期
内
に
納
め
ら
れ
た
納
税
者
と
の
間

に
金
利
の
均
衡
を
計
る
た
め
で
あ
り
ま

宿
定
さ
れ
近
く
刊
コ
乃
哩
び
と
な
る
。

◎
肩
浜
地
区
（
二
七
年
水
害
）

　
頭
首
⊥
　
工
費
＝
一
五
万
二
千
円

◎
大
電
f
f
区
　
（
1
1
九
年
水
筈
）

　
讐
ご
箋
二
〇
米

　
　
　
　
工
s
t
　
I
O
万
六
千
円

◎
桜
原
地
区
　
（
I
I
九
年
水
寓
G

　
農
道
延
長
　
一
八
米

　
　
　
　
工
e
r
　
1
0
万
四
千
円

蕊
鷲
蛯
霧
顧
註

る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
締
納
者
に

対
し
て
財
産
を
差
押
え
て
そ
の
義
務
を

履
行
し
て
も
ろ
う
の
で
あ
り
ま
す
。

憲
法
に
、
「
国
民
は
法
律
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
納
税
の
義
務
を
負
う
」
と

さ
れ
て
S
ま
す
o
民
主
主
義
思
想
を
は

豆辞典
　
　

ど
　
ぼ
v
さ
い
が
い
ふ
く
き
ゆ
う
こ
う
じ

　
　
土
木
災

害
復

旧

工
事

公
共
土
木
施
設
（
道
路
、
l
　
（
事
前
施
工
）

堤
防
、
橋
梁
な
ど
）
が
台
・
4
、
実
施
指
定
が
あ
り
、
ま
た
事
前
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

風
、
大
水
な
ど
の
異
常
な
，

天
災
で
災
害
を
受
け
た
と
一

き

こ
れ
を
も
と
通
り
復
旧
す
る
土
木
工

事
の
こ
と
を
云
い
、
国
の
補
助
（
負
担
）

の
対
象
と
な
る
の
は
1
ケ
所
の
工
事
費

一0
万
円
以
上
と
な
つ
て
い
ま
す
。

◎
災
轡
か
ら
復
旧
完
成
ま
で
の
順
序

コ
、
災
害
が
起
き
る
と
建
設
大
臣
宛
に

　
目
論
見
轡
、
箇
所
図
、
気
象
資
料
な

　
ど
を
添
え
て
災
宵
の
報
告
を
す
る
。

2
、
建
設
大
臣
は
報
告
を
受
け
る
と
、

　
査
定
官
を
滋
遣
し
て
現
地
調
査
を
さ

　
せ
、
査
定
設
計
轡
に
よ
つ
て
事
業
費

　
を
決
め
ま
す
。
　
（
災
轡
査
足
∨

3
、
県
に
対
す
る
国
か
ら
の
国
陳
負
担

　
金
の
配
分
額
が
決
る
と
、
県
は
県
内

　
の
災
害
箇
所
の
申
急
を
要
す
る
も
の

　
か
ら

順
次
実
施
指
定
箇
所
を
決
め
ま

　
す
。
ま
た
、
県
の
指
定
が
な
く
て
も

　
特
に
許
可
を
受
け
て
，
急
を
要
す
る

　
も
の
は
町
村
費
を
立
替
え
て
実
施
す

　
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

に
ひ
ん
ぱ
ん
に
訪
問
し
ま
す
。
こ
れ
声

対
し
誠
意
な
き
分
（
特
に
過
年
度
分
）

に
は
財
酔
差
押
を
以
て
臨
み
、
完
納
に

努
力
し
て
下
さ
る
部
落
畏
及
完
納
者
に

味
万
す
る
手
段
を
と
り
ま
す
。
強
制
徴

収
は
税
金
を
賦
課
す
る
こ
と
と
共
に
法

律
で
定
め
ら
れ
町
の
都
合
に
よ
つ
て
な

さ
る
べ
き
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
差
押

徴
牧
に
つ
い
て
給
料
等
を
受
け
て
お
ら

れ
る

方
の
滞
納
は
給
料
等
の
亙
払
者
を

債
務
者
と
し
ま
す
の
で
さ
了
承
願
い
ま

す
。
そ
の
他
は
土
地
、
立
木
及
物
品
を

対
象
と
し
ま
す
。
特
別
な
冨
惰
の
方
は

徴
税
魔
員
に
串
出
下
さ
い
o

1　
工
で
曽
工
す
る
場
合
は
、
す
ぐ
予
算

　
を
計
上
し
、
同
時
に
工
事
を
実
施
し

　
よ
う
と
す
る
案
を
町
議
会
に
出
し
て

　
議
決
を
し
ま
す
。

5
、
工
事
の
実
施
設
計
、
予
算
害
、
譲

　
会
の
議
決
書
の
写
を
添
牙
て
、
県
に

　

H
事
の
実
施
認
可
串
詞
を
行
い
、
県

　
の
認
下
を
受
け
ま
す
。
設
計
や
工
事

　
力
法
に
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
も
の
は
そ
の
変
更
の
条
件
を
つ
け
て

　

認
可
さ
れ
ま
す
。

一
6
、
蓋
の
認
可
隻
け
る
と
、
”
‘
札

　
を
行
つ
て
落
札
者
を
決
め
ま
す
。

　
入
札
は
1
股
競
争
入
札
で
行
う
の
が

　
原
則
で
す
が
∫
事
が
正
確
匹
早
く
出

　
来
る
よ
う
に
、
普
通
”
指
名
競
争
入

　
札
”
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
建
設
業
法
な
ど
に
定
め
る

　

適
格
な
業
者
の
申
か
ら
、
な
る
べ
く

　
五
人
以
上
（
旧
規
則
で
t
s
l
1
I
人
以
上

　

）
の
業
者
を
指
名
し
て
入
札
を
行
う

　
も
の
で
す
o
入
札
な
ど
の
仕
事
は
、

離竃
か
鯉
跳
〔
縛
当

　
本
町
で
は
従
来
、
不
都
A
暴
治
い
よ

　
う
に
町
議
会
の
立
会
を
求
め
て
行
う

　
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

7
、
落
札
者
が
決
る
と
r
落
札
金
額
五

　
十
万
円
以
下
の
揚
合
は
す
ぐ
瞭
負
契

　
約
を
結
び
、
五
十
万
円
以
上
の
場
合

　
は
譲
会
の
承
認
を
受
け
て
契
約
を
結

び
ま
す
o

8
、
請
負
者
が
工
串
を
実
施
し
て
完
成

　
す
る
と
、
町
長
に
竣
工
届
を
出
し
て

　
町
畏
の
検
査
を
受
け
ま
す
。
町
長
は

　
県
知
寧
に
対
し
、
竣
工
届
を
だ
し
て

　
県
の
竣
工
検
査
を
受
け
ま
す
o

9
、
交
付
を
受
け
た
国
障
負
担
金
の
簡

算
書
を
国
ゼ
提
出
し
、
認
定
を
受
け

欝琵
竃
全
部
の
，
u
e
n
l

す
・
財
距
の
莚
擦
7
塾
萎
て
畠
”
と
は
誉
掌

が
あ
り
差
押
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
物
件

条
件
付
差
押
禁
止
物
件
な
ど
が
あ
め
ま

す
。
法
律
的
な
こ
と
を
く
ど
く
申
上
げ

る
こ
と
は
蒲
ひ
か
え
ま
す
が
、
滞
納
さ

れ
る
こ
と
に
は
色
々
事
情
も
あ
る
こ
と

で
し
よ
う
が
、
数
年
間
も
而
納
さ
れ
る

こ
と
は
苦
し
い
な
か
に
義
務
だ
け
は
と

し
て
完
納
さ
れ
る
方
と
く
ら
べ
て
、
あ

ま
り
に
も
義
務
を
軽
視
せ
ら
れ
る
行
為

で
あ
り
、
社
会
を
、
人
間
集
団
生
活
を

に
で
き
る
も
の
”
い
わ
ゆ
る
権
利
と
義

務
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
な
い
行
動
振
舞

を
し
て
平
然
と
し
て
い
る
人
が
あ
る
の

で
は
な
S
で
し
よ
う
か
。
納
税
に
か
き

ら

ず
櫓
利
と
義
務
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
行
動
こ
そ
強
ぐ
望
ま
れ
る
の
で
は
な

s
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
最
後
に
税
務
行
政
の
計
画
を
串
添

え
て
お
き
ま
す
。
滞
納
者
に
対
し
て
少

額
で
ぶ
陽
割
納
入
の
便
利
の
た
め
徴
牧

　
．
l

ヘ
ゴ
・
プ

’

●

ブ

直

・

＿

大
根

占
β

　　　　　　　　　　土
史

町

の
舶
パ

郷
杜
河
上
肺
洞
（
一
）

　
（
大
根
占
町
城
元
字
宮
ケ
原
餌
座
）

河
上
禰
科
ほ
大
根
占
平
野
の
東
方
城
元

の
小
高
い
丘
に
あ
り
、
前
面
は
水
田
拓

け
て
神
之
浜
市
街
地
及
び
周
辺
の
村
活

を
鮮
敵
し
、
錦
江
湾
を
隔
て
、
薩
摩
半

島
の
連
山
を
l
眸
の
下
に
眺
め
る
景
勝

の
地
で
あ
る
。
旧
記
に
大
根
占
惣
廟
と

あ
り
、
境
内
地
八
反
四
畝
二
十
三
歩
、

規
模
壮
大
に
し
て
惣
廟
た
る
の
名
に
そ

む
か
ず
“
古
来
大
根
占
郷
の
鎮
守
の
社

と
し
て
領
主
祢
寝
氏
及
び
1
1
1
州
の
大
守

島
塗
民
の
信
仰
厚
く
、
当
郷
民
の
崇
敬

の
社
で
あ
つ
た
。
朋
治
十
二
年
（
七
十

六
年
前
）
火
災
に
か
A
り
社
殿
炎
上
し

た
る
為
往
古
の
偉
観
は
見
る
べ
く
も
な

い
が
、
現
在
は
本
社
殿
の
み
改
築
さ
れ

境
内
神
社
茄
社
は
復
旧
の
城
に
遭
し
て

い
な
い
。
且
宝
吻
、
由
緒
轡
等
紛

失
し
て
創
建
の
由
来
に
つ
い
て
ぼ

か
に
知
る
事
の
出
来
な
い
“
け
最

も
遺
憾
で
あ
る
。

一
、

伝
　
脱

　
　
て
∧
ぢ
く
　
ま
か
戸

上
古
天
竺
に
摩
嗣
陀
と
い
ふ
国
が

あ
っ
た
。
こ
の
国
の
末
始
が
は
る

ぐ
海
を
渡
り
こ
の
一
刎
に
到
着
さ

れ
て
一
生
を
こ
の
節
に
芝
つ
た
o

河
上
神
社
は
即
ち
と
の
姫
在
崇
め

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
ハ
ご
同
名

勝
図
絵
所
載
）
現
在
神
社
よ
り
北

方
五
百
米
の
地
点
御
手
洗
川
の
ほ

と
り
に
「
ま
か
ど
」
と
称
す
る
所

が
彼
の
姫
居
佳
の
跡
と
い
わ
れ
て

い
る
。

三
、
社
名
考

三
、
祭
　
神

　
　
り
カ
や
ふ
ヘ
　
ノ
キ
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
ゼ

・

鵜
草
葺
不
合
尊
、
神
武
天
書
、
五
栂

　
命
’
い
磁
跡
借
・
ゴ
獄
苅
蜘
命

一蘂
㊨
下
窪
綴
兄
弟
の
神

　
で
鵜
草
葺
不
侍
尊
の
毫
＋
で
み
都
．

○
相
殿
の
祭
神

　
S
よ
7
ま
ひ
二
　
　
を
性
あ
な
好
ち

　
豊

玉
彦

命
、
大
己
貴
命

　
　
　
　
わ
む
つ
み
の
か
み

豊
玉
彦
命
は
海
神
　
で
豊
王
姫
の
父

　
神
大
己
貴
命
は
大
国
主
命
の
別
名

o
堵
内
神
村
「
五
社
）
の
祭
神

一

里
三
遷
墓
糞
暑

　
祖
母
神
（
豊
玉
姫
）
神
武
帝
の
祖
母

　
　
．
　
　
　
う
が
の
み
ブ
ま
の

　

稲
荷
神
社
（
倉
稲
魏
神
）
廃
止
さ
る

　
し
な
づ
ま

　

稀
毒
神
社
（
祭
神
不
計
）

　
か
ら
ゐ

　

伽
芦
・
（
祭
神
不
討
）

四
、
神
代
の
聖
地
大
隈
占

一
第
十
三
回
）

堂

sd；

続

l
る
。
口
伝
に
M
L
，
く
、
往
↓
言
恥
帝
御
幼

少
の
劒
り
こ
の
地
に
行
牽
託
ひ
御
気

一嫌
う
る
わ
し
く
戯
れ
遊
ぱ
さ
れ
た
地
な

g
と
。
遊
喜
の
名
称
は
こ
れ
よ
り
起
っ

’
た
と
い
う
。
以
上
我
が
大
根
占
は
神
武

帝
に
閲
す
る
伝
説
に
富
み
惣
鎮
守
の
社

川
上
の
地
名
が
初
め
て
文
献
に
見
え
る

　
　
ま
め
う
し
よ
う

の
は
和
名
抄
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
も
つ
き

奈
良
時
代
に
大
隅
南
部
の
肝
付
郡
内
に

讃
欝
川
魂
聯
駆
の
郷

が
あ
つ
た
が
、
其
の
申
川
上
郷
が
現
在

の
河
上
神
社
附
近
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ

れ
て
い
る

（県
史
に
よ
る
〉
然
し
川
上

郷
は
姶
艮
郡
内
と
す
る
説
も
あ
る
事
を

附
加
し
て
置
く
に
蛍
め
た
い
。
も
し
県

史
の
推
定
の
如
く
こ
の
地
方
を
川
上
郷

と
す
る
な
ら
ば
、
河
上
神
社
の
社
名
は

こ
の
地
名
よ
り
取
つ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る

の
で
創
建
の
年
代
は
相
当
に
古
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。
交
現
存
社
記
の
一

飾
に

「今
の
社
地
に
御
鋸
座
あ
り
し
年

鑑
不
分
明
に
候
得
ど
も
水
上
に
宮
地
有

之
を
以
て
河
上
神
社
と
神
号
申
牽
候
」

と
あ
り
、
神
社
の
ほ
と
り
を
流
れ
る
川

を
御
手
洗
川
と
称
し
古
来
神
即
な
川
ど

し
て
保
続
し
来
た
つ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
川
の
上
の
方
に
宮
地
が
あ
る
が
故

に
河
上
神
社
と
申
し
た
と
述
べ
て
い
る

祭
神
た
る
観
草
葺
不
合
尊
の
御
陵
幕
は

隣
村
吾
呼

山
上
陵
汗
あ
り
、
当
町
の
東

方
山
の
手
伝
に
姶
良
川
の
上
流
に
至
る

し
ょ
つ
け
も

掩
径
あ
り
て
御
陵
に
通
ず
る
。
地
勢
上

よ
り
見
て
茸
と
当
地
方
の
密
接
な
る
関

係
が
あ
る
勘
を
思
わ
せ
る
。
叉
旧
記
に

　
　
　
　
や
し
ろ
は

日
く
「
此
之
社
者
は
紳
武
帝
を
始
め
其

　
あ
£
せ
で
　
　
い
つ

他
併
而
五
柱
痴
斎
き
牽
れ
る
旧
社
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ゆ
き

て
、
帝
高
千
穂
宮
に
在
す
醐
り
幸
の

2
い

じ
ゆ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性

雷
　
腱
と
串
伝
ふ
。
神
之
浜
者
帝

乳

ん
ナ
わ
む
れ
の
ま
ま
　
し
ら

御

戯

之

侭

に
白
禽
を
追
は
せ

給
ひ
し
旧
趾
と
か
や
、
故
に
斯
の
名
あ

り
と
そ
」
と
あ
り
。
按
ず
る
に
神
武
帝

が
姶
艮
郡
の
高
千
穂
宮
に
あ
つ
て
御
東

征
の
準
備
に
専
念
さ
れ
て
い
た
頃
我
が

天
根
占
の
地
に
も
行
幸
あ
り
、
白
砂
胃

松
の
大
根
占
の
浜
辺
て
白
鳥
を
追
う
て

打
興
ぜ
ら
れ
、
あ
る
い
は
現
在
の
河
上

神
代
塊
内
の
丘
に
憩
い
給
う
て
遠
く
南

薩
の
連
山
を
眺
め
て
御
東
征
の
雄
大
な

構
想
を
練
り
給
う
た
も
の
と
察
ず
る
次

第
で
あ
る
。
神
之
浜
の
東
方
五
百
米
の

地
点
に
、
遊
喜
浦
と
称
す
る
部
落
が
あ

に
閲
草
葺
ふ
合
尊
初
の
神
武
帝
と
外
三

柱
の
御
兄
第
の
神
を
祭
る
も
も
つ
と
も

な
事
で
察
す
る
。

五
、
神
社
創
富
に
つ
い
て

往
古
の
御
造
宮
に
係
る
社
殿
の
朋
治
十

二
年
十
二
月
十
七
日
数
多
の
境
内
種
と

共
に
炎
上
し
御
神
体
を
姶
め
宝
物
寺
懇

I
く
灰
儘
に
帰
し
同
廿
一
年
末
再
建
に
着

一手
翌
廿
二
年
三
月
竣
工
五
月
十
八
目
を

．

〆

し
鯉
エ
裏
藁
し
た
。
粁
葭
は

神
明
造
り
で
屋
根
は
茅
葺
を
瓦
葺
に
改

め
た
外
皆
旧
型
に
則
つ
て
改
造
せ
ら
れ

一た
。
其
の
後
朋
治
三
十
五
月
九
月
社
段

修
繕
、
大
正
七
年
九
月
宝
段
屋
根
葺
替

昭
和
三
年
四
月
社
段
大
修
繕
同
時
に
新

し
v
内
段
を
造
営
し
て
今
日
に
及
ぶ
。

其
の
創
建
に
関
す
る
記
録
は
火
災
の
為

不
詳
な
れ
ど
も
現
存
の
棟
柘
の
中
古
い

も
の
は
天
正
年
間
の
も
の
が
あ
る
。
即

　
一
、
奉
再
興
河
上
交
朋
神
一
宇

　
天
正
十
二
丙
成
年
十
二
月
吉
日
本
願

主
建
部
重
堅
同
氏
女
除
災
延
寿
建
部
重

虎
並
藤
以
氏
女
願
主

と
あ
り
今
よ
り
二
百
七
十
一
年
前
の
も

の
で
中
央
に
於
て
は
織
田
信
長
本
能
寺

に
滅
び
代
っ
て
豊
臣
秀
吉
が
大
阪
城
築

城
の
翌
年
に
あ
た
る
。
領
主
は
根
占
領

主
祢
寝
氏
の
一
族
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り

ご
一
十
九
年
後
島
津
公
再
興
の
棟
札
に

　一

、
牢
再
興
河
上
大
朋
神
御
宝
段
一
宇

元
和
第
九
暦
癸
亥
八
月
廿
六
日
入
神

護
持
信
心
三
州
太
守
島
津
薩
摩
守
糠
家

久
朝
臣
大
施
主
、
l
h
州
太
守
源
義
久
郷

御
息
女
亀
寿
公
罷
成
、
当
代
官
飯
虫
礼

相
右
衛
門
尉
藤
原
光
家
、
作
阜
奉
行
当

下
代
検
見
崎
少
右
衛
門
尉
兼
相
、
浜
田

五
兵
衛
平
盛
恒
、
宮
里
刊
部
左
衛
門
紀

正
豊
、
と
あ
り
徳
川
二
代
秀
忠
の
代
で

島
津
家
久
t
e
十
八
代
の
l
i
p
州
太
守
で
あ

る
。
宮
用
刊
部
左
衛
門
紀
正
豊
は
麓
宮

里蒙
の
祖
先
で
あ
る
。

以
上
天
汗
以
前
の
由
緒
不
朋
な
と
こ
ろ

十
数
年
前
貴
重
な
資
料
が
発
見
さ
れ
た

曰
く
、
「
熱
々
黒
木
主
之
家
主
ヲ
視
ル

ニ
治
承
年
申
隅
州
根
占
之
主
異
木
朝
臣

助
能
河
上
之
社
ヲ
再
興
シ
奉
リ
シ
ト
カ

ヤ
」
云
々
（
郷
土
史
十
一
回
参
照
）

治
承
年
間
は
平
安
末
期
七
七
八
年
前
で

河
上
之
社
再
興
と
あ
る
の
で
創
建
は
そ

れ
よ
り
古
い
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ

の
頃
大
根
占
に
は
高
城
の
若
宮
神
社

鳥
浜
の
諏
訪
神
社
が
前
後
し
て
創
建
さ

れ
“
）
o
　
〈
以
下
次
琶

　
　
　
　
　

（
写
真
は
河
上
神
社
）

・

’

i

L
　
　
’

レ

’
－
’
　
－
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A

k

ー
L
下
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’
ー
　
ト
　
　
ト
ー
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各
種

控
除
額
を
引

国
民
の
税
負
損
を
軽
／
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
政
府
は
大
き
な
関
心
を
持
っ

て
い
ま
ず
が
、
今
次
の
国
会
に
お
い
て

所

得

す
o
次
に
本
年
分
は
特
別
措
情
と
し
て
減
額

串
諮
は
七
月
ご
十
干
日
ま
て
、
第
一
期

税
‡き

政
府
提
出
改
正
所
得
税
法
案
が
通
過
し
一
分
納
秒
期
（
七
月
予
定
納
税
）
け
1
7
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
一
＋
六
日
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で
（
予
定

り
ま
し
た
。
改
正
の
要
点
は
基
礎
控
除
申
告
も
同
期
間
内
）
と
期
限
が
繰
下
げ

そ
の
他
所
竃
禦
裂
あ
9
旦

る
と

共
に
、
税
郵
の
引
下
げ
に
よ
つ
て

低
額
所
得
者
の
減
税
が
実
現
さ
れ
た
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
な
お
新
た
に
雑
損
控

除
、
医
療
控
除
、
社
会
保
険
料
控
除
の
r

三
つ
に
代
つ
て
所
得
額
合
計
の
石
％
d

本
年
は
二
、
五
％
）
が
概
算
所
得
控
除
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［

と
し
て
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
る
こ
と

非
艘
雛
巴
譲
噺
む

し
概
算
所
得
控
除
を
採
用
す
る
か
、
ま

た
従
前
の
三
控
除
を
採
用
す
る
か
は
納

税
者
個
人
の
選
択
に
任
せ
ら
れ
て
い
ま
一

正
　
＝
＝

．

ま
た
最
近
町
民
の
納
税

　
が
深
ま
り
、
す
で
に
高
山
町
垂
水
町
で

，

は
名
実
共
に
備
わ
る
健
実
な
納
税
貯
蓄

　
組
合
の
発
足
を
見
て
い
ま
す
。
税
務
署

　
で
は
こ
れ
ら
の
組
合
員
に
は
組
合
員
そ

ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
一
れ
そ
れ
の
自
発
的
納
税
に
ま
つ
こ
と
に

っ
い
て
税
務
署
て
は
納
期
が
中
元
の
金
一
し
て
納
期
限
内
の
納
税
督
励
を
し
な
い

酬瀦
堅
騨
認
雛
繍
鷲
難
飢
縮
難
鰭
弍
肋
苦

や
す
い
ご
と

に
な
る
の
で
全
納
税
者
の
く
整
備
発
展
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す

期
限
内
寄
納
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
鹿
匿
税
務
署
提
供
）

八
千
万
円
突
破
か
！

l

葉たばこ

l

戦

後

初

の

大

豊

作

asに嚢
れ
て
、
馨
最
る
、
幸
に
台
風
の
災
竃
な
く
、
r
w

大
の
轡
作
と
云
わ
れ
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

病
害
の
発
生
も
な
く
、
反
当
平
均
一
八

今
年
の
た
ば
こ
作
は
好
天
l
な
ど
心
配
し
た
が
、
其
の
後
好
天
が
続

靱
韓
饗
壁
二
八
年
の
三
・
≦
九
萎
四

w
m
a
s
s
s
組
合
篇
垂
○
薗
上
の
牧
か
く
が
K
ま
れ
る
・

八
d
e
u
（
反
当
五
1
1
1
e
　
o
o
O
E
C
）
と
二
年

続
い
た
不
作
の
後
、
今
年
は
反
当
六
万

円
以
上
総
額
八
千
万
円
以
上
の
賠
償
金

は
確
実
と
み
ら
れ
る
。
嵐
売
公
祖
の
量

目

査
定
で
は
、
一
七
四
ヂ
と
み
て
い
る

が
、
私
共
は
1
1
七
年
の
一
八
三
試
を
上

回
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
晶
質
も

上
々
で
、
葉
た
ば
こ
を
入
れ
る
“
ト
タ

ン
箱
”
が
足
む
ず
、
こ
の
確
保
に
姑
し

い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
κ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
カ

付
制
〃
は
い
よ
く
串
込
を
受
け
付
け

工
段
階
に
入
9
、
続
々
串
込
み
が
集
り

つ
A
あ
り
ま
す
。
本
町
に
示
さ
れ
た
築

荷
目
標
は
次
の
通
り
で
、
申
込
み
期
日

　
　
　
　
ロ
じ
ニ
ゆ
タ
　
タ
　
タ
　
く
　
タ
　
オ

今
年
か
ら
実
施
さ
れ
る
”
米
の
予
約
買

申込は20日まで
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ハ
　
ニ
キ

一」
　
　
日
ま
で
と
な

ー
　
　
　
つ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
前
渡
金

鰺
．
躍
繊

　
　
　
　
ロ　
　
す
か
ら
へ
　

　　　
μ　
農
窪
お

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
く
と
も
＋

標
吾
ま
で
に

　
　
　
予
約
串
込
を

　
　

終
る
よ
う
望

て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

”

歪
竪
古
に
誓
で
v
a
＠
1

神
　
川　
1
四
六
石
　
　
一
口
五
石

　
　

計
＝
l
四
七
v
a
　
1
四
九
六
石

◎
予
約
の
習

　第第第第曇　四＝ニー
　回回回回

七
月
香
ま
で

八
月
五
日
ま
で

八
月
＋
日
ま
で

八
月
二
十
日
ま
芭

（包
装
代
一
臥
当
八
o
円
を

含
む
）

　

玄
米
l
臥
当

1等
g
e
一
四
’
l
円

二
等
四
〇
九
七
円

自
動
燃
焼
機
を
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍔

力

軽

減

に

期

待

煙
草
耕
作
農
家
に
と
つ
て
、
最
大
の
苦
え
続
け
、
温
度
が
少
し
で
も
下
る
と
、

痛
は
、
乾
燥
時
期
の
不
眠
不
休
の
重
労

＄
で
あ
る
。
こ
の
解
決
に
は
い
ろ
v

考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
ご
の
ほ
ど
、

「自
助
燃
翻
機
」
が
帯
揚
し
、
期
待
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
昨
年
、
鹿
隔
島
県

に
一
一
台
見
本
と
し
て
導
入
さ
れ
、
そ
の

一
台
を
、
本
町
池
田
川
北
、
仮
屋
盛
一

氏
が
購
入
t
今
年
試
験
的
擾
用
し
た

頂
で
、
成
楕
は
上
w
で
あ
つ
た
o

こ
れ
は
今
迄
の
乾
燥
機
に
簡
単
に
取
付

一

け
ら
れ
、
薪
を
つ
め
て
、
一
定
の
温
度

一に
゜
目
盛
を
合
せ
て
お
v
と
、
自
動
的

に
希
望
す
る
一
定
凶
温
度
を
保
つ
て
燃

　
　
　
　
　
で
ロ
　
コ
の
ロ
ふ
ロ
コ
コ
か
ロ
コ
　
　
つ
の
　
サ
ひ
　
ひ
コ
の
コ
サ
コ
ロ
　
　
ひ

倉
協
に
架
し
て
s
な
い
人
も
客

農
榛
一
u
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
鋤
的
に
「
ベ
ル
」
が
鳴
る
し
か
の
に

な
つ
て
お
り
、
価
格
は
一
台
五
、
九
O

o
円
で
、
今
後
改
良
ー
イ

さ
れ
て驚
時
の
竺
・

力
調
整
に
、
大
い
に

役
立
つ
も
の
と
期
待

さ
れ
て
いる
。

荒
茶
四
〇
〇
貫
を
出
荷

三

番
茶
は

十

八

日
か
ぺ

出
荷
さ
れ
た
。
今
回
は
、
生
葉
の
集
荷

が
円
滑
に
L
行
わ
れ
、
と
く
に
宿
利
原
工

場
で
は
一
期
の
操
業
に
一
〇
〇
〇
〆
、

以
上
を
集
荷
し
た
こ
と
は
初
め
て
の
こ

町
営
製
茶
工
場
の
二
番
茶
製
危
は
’
七
と
で
、
そ
れ
だ
け
地

月

六
日
か
ら
ご
凋
間
で
、
蠕
茶
四
〇
〇
区
民
の
熱
意
の
程
が

・藝
、
ま
し
て
麗
舅
面
△
，
か
お
れ
る
．

舶
劃
．
ん
で
い
皇

前
渡
金
請
求

な
ど
の
断
め

予
約
を
次
の

四
回
に
分
け

て
居
り
、
石

当
り
二
〇
〇

o
円
を
＋
日
か

＋
五
日
以
内
に

交
付
さ
れ
る
見

亀

　
。
、
て

二
等
四
〇
i
I
1
t
円

四
等
I
I
i
九
四
七
円

な
お
三
番
茶
の
製
造

は
＋
八
日
自
一

週
間
の
予
定
で
行
は

れ
る
。

写
眞
は

九
茶
の
荷
つ

v
り
を
し
て
い
る
と

こ
ろ

＝
品
質
は
非
常
に
よ
い
1
1

五
等
一
一
七
六
二
円

予
約
奨
励
合
石
当
一
〇
〇
円
を
含
む

（従
つ
て
予
約
を
し
な
い
で
売
房
せ
ば

　
y
m
当
1
O
O
円
差
引
か
れ
る
）

量
産
と
質
の
統
一
へ

　
　
　
　
山

ロ

技

師

麗
る

に鑛
鍵
鷲
脇
醐
轄
舖
難
轟

峯
の
稟
に
つ
い
羨
の
よ
と
も
の
で
・
市
場
ξ
卿
好
い
値
叢

の
他
剛
号
参
照
㌧

＠
町
の
集
荷
目
標

限
繍
別
　
最
低
目
標
　
努
力
目
標

大
●
－
g
　
1
1
0
1
石
　
一
　
二
石

玄
米
一
石
当

一〇
コ
．
五
五
円

10
1
l
四
二
円

　
　
　

五o
円

一
〇
〇
百
五
円

九
八
六
七
円

　
　
　
　
下
○
銭

九
四
o
五
円

繍
齢
沖
に
築

大
根
占
町
漁
藁
協
同
組
合
で
は
、
八
月

甘
H
、
午
前
s
時
か
ら
、
築
磯
を
実
施

し
た
；
築
磯
は
、
魚
の
巣
を
作
り
、
魚

磯

漁大
　根
協占

五
隻
、
睡
、
動
力
船
約
二
十
鰹
が
出
動
、

壮
観
で
あ
つ
た
。

述
べ
て
い
る
。

”

大
根
占
の
茶
は
、
他
の
産
地
に
比
べ

て
色
が
大
変
よ
く
、
こ
れ
は
大
根
占
町

　　　　理
〃／ノ〃〃射

結び石を投ずるところ★

大
山

庄
蔵

鳥
越
庄
之
助

川
陥
栄
之
6

丸
山

光
男

★写眞は廃船に生松葉を

ピよ

、

族
の
保
護
増
殖
を
計
る
た
め
に
行
わ
れ

一　
　
　
　
　
’

役

員
改
選
な

る
も
の
で
、
廃
舶
に
、
鱈
べ
利
、
パ
杜
予
　
　
　
　
　
句

を
情
び
つ
け
、
粘
士
を
っ
め
た
T
の
う

石
ニ

レ
を
投
じ
て
沈
め
る
も
の
で
、
今
人
項
±
町
苗
’
勢
じ
け
、

回
巨
対
川
の
沖
合
と
、
馬
場
松
崎
の
沖

倉
嚢
山
．
．
．
．
。
自
は
男
噸
｝

　
　
漁

協

八
月
五
日

行
な

ど

ξ
・
築
穀
ア
慢
引
つ
ぎ
置
の
よ
う
に
貧
を
寵
し
た
・

総

会

開

く

組
合
員
除
名
の
件
な
ど
を
淳
短
し
て
次

叉
浄
翼
、
主
蓑
認
の
件
、
頁
鑛
収
冨
響

一

引
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
ば
で
同
慶
に
た

え
な
い
。
た
∨
今
後
の
閤
題
は
、
鼠
が

ま
だ
少
な
い
か
ら
、
も
つ
と
生
産
厳
を

高
め
る

こ
と
、
茶
園
に
よ
つ
て
愉
の
庵

が
あ
る
の
で
、
品
質
の
均
一
化
を
3
1
る

こ
と
，
乃
ち
、
現
在
の
良
い
茶
園
並
に

一

全
部
の
農
家
が
、
農
培
管
理
を
向
上
き

ぜ
る
こ
と
蛮
要
だ
o
ま
だ
奇
で
は

一
茶
園
に
肥
料
を
余
り
や
ら
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、
や
は
り
、
他
の
作
物
と
同
様

相
当

の
施
肥
を
し
な
け
れ
ぱ
い
け
な
い

大
根
占
は
新
興
扉
地
で
、
新
植
園
も
多

い

」
で
、
今
後
の
伸
展
を
大
い
に
期
待

し
こ
い
る
。

．

d
・
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1大根占小学校講堂
1大占根町青年團連絡協議会

購技農

座術業
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水堆

の肥9

施量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
ー
全
部
審
播
レ
ン
ゲ
で
、
生
育
も
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
っ
た
の
で
、
鋤
き
起
し
の
と
き
、
熔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
燐
肥
一
俵
づ
A
や
り
’
堆
肥
は
苗
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
け
や
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
1
や
は
り
堆
厩
肥
は
反
当
二
〇
〇
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
は
必
要
で
す
ね
。
全
般
的
に
金
肥
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
よ
り
す
ぎ
て
、
作
物
に
だ
け
の
肥
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
土
に
対
し
て
の
肥
料
ぢ
や
な
い
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
ー
命
肥
依
存
に
な
る
と
、
ど
う
し
て

彊
掻
も
か
ら
た
わ
け
で
す
ね
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
チ
ツ
ソ
過
多
に
な
り
ま
す
。
病
害
虫

パ

踊巽
解
遷
鷲
礫
鷲
魏
擁
が
雛
舞

　
ま
っ
た
わ
け
で
す
よ
。
　
　
　
　
　
　
石
灰
を
十
〆
位
や
ら
れ
た
ら
、
効
果
的

　
生
1
そ
れ
で
今
年
は
技
術
員
が
云
わ
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
。

言麗
経
雛
霧
饗
離
纏
W
饒
詫
褒
塑

竃
竃
覆
耀
麟
勧
轟
疏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
今
年
は
、
頂
壮
珍
ら
し
い
豊
作
を
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
農
家
の
み
な

　
さ
ん
の
、
描
肥
管
郵
技
術
の
向
止
に
よ
る
と
こ
ろ
力
入
き
い
と
慰
い
ま
す
。

　
私
（
宮
ケ
谷
技
師
）
は
中
堅
農
家
”
生
見
武
志
”
さ
ん
を
訪
ね
て
、
水
稲
肥

料
の
や
り
か
た
に
つ
い
て
懇
談
し
て
み
ま
し
た
。

　
以
下
”
宮
”
と
あ
る
は
筆
者
”
生
”
と
あ
る
は
牛
見
さ
ん
の
こ
と
で
す
o

宮
1
あ
な
た
の
田
は
昨
年
は
チ
ツ
ソ
過

多
の
よ
う
で
し
た
が
、
今
年
は
大
分
よ

い
よ
う
で
す
ね
。

生去
年
は
、
容
ま
き
レ
ン
ケ
も
牧
量

が
多
い
上
に
、
元
肥
に
石
灰
チ
ッ
ソ
一

俵
溶
成
燐
肥
一
俵
（
反
当
）
や
り
、
追

肥
は
一
番
草
の
と
き
’
配
合
十
五
〆
、

二
番
草
の
と
き
、
同
じ
く
配
合
十
五
〆

を
や
り
ま
し
た
。

宮
1
去
年
は
台
風
で
減
牧
の
上
に
r
相

へ
⑧

　　監
〃〃‘ls〃〃〃〃

中
兵

常
吉

丁
木
窒
口

中
村
仁
プ
助

酸
已

陀
汀

川
U
再
治

坂
下
与
之
助

百
打
覇
次
郎

一

宮
ー
今
年
の
曜
料
は
1

一生
－
元
肥
は
さ
き
に
申
し
た
通
抄
で
、

追聖
藝
二
〆
五
o
o
匁
、
油
粕
二

〆

五
〇
〇
過
石
、
塩
化
加
里
各
々
二
〆

五
〇
〇
づ
4
配
合
し
て
や
り
ま
し
た
。

や
り
方
は
、
田
植
後
十
八
日
目
で
二
番

草
の
と
き
、
一
番
草
は
田
車
を
片
方
で

imsR
S
v
e
し
、
二
番
譲
田
車
を
両
互

一一審
除
草
は
手
取
り
で
し
た
。
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